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埼玉県チームと浜松市チームが決勝にふさわしい好ゲームを繰り広げた。１セット目序盤は浜松市３番野中選手の強弱をつけた攻撃が決まると、埼玉県チーム８番大澤選手のブロックなどで応戦し、一進一退の攻防となった。中盤に浜松市４番山本選手のスパイクが決まり、一歩リードしたが、埼玉県チームが９番森選手のスパイクが決まり勢いに乗り逆転した。終盤まで接戦となったが、埼玉県６番清水選手のブロックで勢いが増した埼玉県チームが粘り勝ち、セットを先取した。２セット目は１セット目同様接戦となった。均衡を破ったのは埼玉県１０番伊藤選手の連続サービスエースだった。流れをつかんだ埼玉県チームは中盤に１６対９と大きくリードした。浜松市チームも１番高橋選手の力強いスパイクや２番小宮選手の好レシーブで粘りを見せるが間に合わず、埼玉県チームが栄冠に輝いた。


